
医療事故調査・支援事業運営委員会 

再発防止のあり方ワーキング（C）企画（案） 
 

目的：センターに集積された医療事故の情報を再発防止へつなげるために、医療界へ還元す

る方策を検討する。 

１）現提言書のあり方 

２）新たな方策 等 
 

○ 課題 

１. 提言の名称について 

医療機関が行うべき義務と解釈され、係争に用いられる懸念がある（再発防止委員

会等での意見） 
 

２. 再発防止の新たな方策について 

院内調査報告書の概要やセンター調査報告書の要約版の公表、その他の方策 
 

３. 企業における「期待したい事項」取り組みの促進 

提言の「期待したい事項」について、企業の取り組みが促進するような働きかけ（仕

組み） 
 

４. 院内調査報告書の課題 

集積した院内調査報告書を分析するにあたり、課題を明らかにする。 
 
○ WG の進め方 

・検討開始時期：2022 年 4 月頃 
・開 催 回 数：4 回程度（1 回所要時間：2 時間程度） 

・検討結果の報告：2022 年度 第 3 回運営委員会への報告を基本とするが、進捗により 
対応する。 

 
○ WG メンバー （9名） 

・今村 康宏 委員（全日本病院協会 常任理事、医療法人済衆館 済衆館病院 理事長） 

・井本 寛子 委員（日本看護協会 常任理事） 

・後  信  委員（九州大学病院 医療安全管理部 部長・教授） 

・大塚 将之 委員（日本外科学会 理事、千葉大学大学院医学医研究院 臓器制御外科

学 教授） 

・城守 国斗 委員（日本医師会 常任理事） 

・永井 裕之 委員（患者の視点で医療安全を考える連絡協議会 代表） 

・南学 正臣 委員（日本内科学会 副理事長・評議員、東京大学大学院医学系研究科 

内科学専攻 器官病態内科学講座 教授） 

・樋口 範雄 委員（武蔵野大学法学部 特任教授） 

・外部委員（個人情報の公表について詳しい専門家） 
 

＊オブザーバー 

・厚生労働省 

・再発防止委員会 松原 久裕 委員長、他 
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